
大
恐
慌
期

の
イ
ギ

リ
ス
労
働
党
内
閣
論

R

・
ス
キ

デ

ル

ス
キ

ー
著

『
政

治

家

と

大

恐

慌

』

犬

D
里

一

男

大恐 慌期 の イギ リス労 働党 内閣 論

筆
者
は
、

か
つ
て
東
京
大
学
大
学
院
に
在
学
中
に
両
大
戦
間
の
イ
ギ
リ

ス
労
働
党
を
研
究
課
題
と
し
、
未
熟
な
が
ら
も
学
位
論
文
と
し
て
大
恐
慌

期
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
内
閣

の
政
策
を
主
題
と
す
る
論
文
を
書
き
、
後

に

(
1

)

こ
れ
を

『
国
家
学
会
雑
誌
』

に
連
載

し
た
。

こ
の
労
働
党
内
閣
が
倒
れ
た

一
九
三

一
年
と
い
う
年

は
、
筆
者
が
本
誌
第
六
巻
第

一
号
の
D

.
カ
ー
ル

ト
ソ

『
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
対

ヘ
ソ
ダ
ー
ソ
ソ

第

二
次
労
働
党
内
閣
の
外

交
政
策
』
で
触
れ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
治
史

に
お
い
て
も
、
イ
ギ
リ

ス
労
働
党
に
お
い
て
も
、
大
き
な
歴
史
的
転
換
点
と
な

っ
た
年

で
あ
る
。

一
九
二
九
年
六
月
に
成
立
し
た
第
二
次
労
働
党
内
閣
が
、
大
恐
慌

の
嵐

に

押
し
流
さ
れ
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
経
済
政
策
を
形
成
し
え
ず
、

一
九

一一=

年

八
月
金
融
財
政
恐
慌
に
よ
る
政
治
的
危
機
の
中
で
瓦
解
し
、
労
働
党
指

導
部

は
分
裂

し

て
挙
国

一
致
内
閣

(ツ
嗣帥
け一〇
瓢
帥
一
〇
〇
<
O
『
コ
ヨ
O
コ
侍)

が
成

立

し
た

の
で
あ

る
。

そ

こ
で
イ
ギ

リ

ス
労
働

党
内
閣

は
何

故
に
崩
壊

し
た

か
と
い
う

こ
と
が
、
同

時
代

に
お
け

る
ド
イ

ツ
、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ソ
、

フ
ラ

ソ

ス
、

ア

メ
リ
ヵ
に
お
け

る
革
新
政
権

な

い
し
民
主

的
政
権

と

の
比
較

の

視
座

か
ら
、

ま
た
、

そ

の
後

に
お
け
る
第

二
次
大
戦

後

の
イ
ギ

リ

ス
労
働

党
内

閣
と

の
比
較

の
視
座

か
ら
も
問
題

に
、さ
れ

る

の
で
あ

る
。
最
近

の
第

二
次

労
働

党
内
閣

に
か

ん
す

る
研
究

は
、

本
稿

で
紹

介
す

る

ロ
バ

1
ト

.

ス
キ
デ

ル

ス
キ
ー
に
し

て
も
比
較
研
究

の
方
法
を

と
り
入
れ

て
い
る
と

い

え

よ
う
。

第

二
次

労
働
党
内

閣

に
関
す

る
主
要

な
研
究

と
し

て
は
、

一
九

五
〇
年

代

ま
で

に

つ
い
て

は
ノ
ー

ス

・
ウ

ェ
ー

ル
ズ
大
学

の
チ

ャ
ー

ル
ズ

.
モ
ワ

ヅ
ト

(O
ゴ
帥
『
一〇
Qo
】「
ζ

O
≦
帥
叶
)

ロ
ソ
ド

ソ
大
学

の

R

・
バ

セ

ヅ
ト

(
押

じロ
器
器
障
)

ワ
シ
ソ
ト

ソ

・
リ
ー
大
学

の

ハ
ー
ヴ

ェ
イ

.
ホ
ウ

ィ
ー

ラ
ー

45(239)



(
2

)

(こ
母

ミ
①
団

芝
ず
①
鮎
嘆
)

な
ど

の
研
究
が
挙

げ

ら
れ

る
。
勿

論
、

こ
れ

ら

の
研
究

に
筆
者

は
学

び
、

そ

の
内
容

に

つ
い
て
は
、
前
述

の
論
文

で
言

及
し

て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
そ

の
内
容

に
ま

で
立

ち
入

る

こ
と

は
避
け

た

い
。
本

稿

で
は
、
筆

者

と
ほ
ぼ
同

時
期

か
ら
大
恐
慌
期

の
労

働
党
内
閣

に

つ
い
て
研
究
を

は
じ

め
、

一
九

六
〇
年
代

か
ら
そ

の
成
果

を
公
表

す

る

に
至

っ
た
比
較
的
若

い
世

代

に
属
す

る
歴
史

家

な

い
し
政
治
学

者

の
研
究

を

問
題

に

し
た

い
と
思

う
。

こ
う

し
た
研
究
成
果

が
近
年

つ
ぎ

つ
ぎ
に
発

表

さ
れ

て
い
る
。
そ

の
注

目
す

べ
き

も

の
を
年
度
順

に
み

て
ゆ

け
ば
、

ま

ず
最
初

に
挙
げ

ら
れ

る

の
は
、

ロ
バ

ー
ト

・
ス
キ
デ

ル
ス
キ
ー

(
死
。
σ
④
詳

ω
誠
α
o
一ω
犀
《
)

の
著
書

『
政
治
家

と
大
恐
慌
ー

一
九

二
九
i

一
九

三

一
年

の
労
働
党
内
閣

』

(℃
O
一一二
〇
冨
コ
の

ロ
包

窪

①
ω
ξ
ヨ
℃
.
目
げ
o

}む
σ
O
舞

O
o
<
①
;

臼
Φ
箕

o
h
ち
b。
¢
1
一
⑩
ω
一
矯
竃
。・
O
ヨ
日
鋤
ご
)

で
あ

る
。

こ
れ
は

一

九

六
七
年
筆

者
が
学
位
論

文
を
提

出

し
た
直

後

に
刊
行

さ
れ

た
。
続

い
て

一
九
七
〇
年

に

は
、

デ

ィ
ヴ

ィ
ド

・
カ
ー

ル
ト

ソ
の
著
書

『
マ
ク
ド

ナ

ル

ド
対

ヘ
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
ー

第
二
次
労
働
党
内
閣
の
外
交
成
策
』

(哨ご
≦
二

6
鋤
ユ
δ
量

寓

霧

U
o
壼

一位

く
o
「
誓

㏄

=
①
&

Φ
屋
。
p

、一.一さ

閃
o
箒

硲

コ

℃
o
嵩
o
楓

o
h

ひ

Φ

ω
①
8

口
傷

じ
帥
び
o
ロ
「
Ω
o
器

同
ご
ヨ
o
茸

"

三
霧

ヨ
厳

o
コ
)

が

出

版

さ

れ

た
。

な

お

、

一
九

七

〇
年

五

月

九

日

に

ロ

ソ
ド

ン

で
開

催

さ

れ

た

イ

ギ

リ

ス

の
労

働

史

研

究

会

(ω
0
6
器
蔓

ho
畳

夢

Φ

ω
ε

ユ
《

O
隔

ピ
ロ
げ
o
霞

出
一。・
8
蔓

)

の
年

次

総

会

に

お

い

て

は
、

第

二
次

労

働

党

内

閣

が

そ

の
主

要

論

題

と

な

っ
た
。

そ

こ

で

は
、

R

・
ス

キ

デ

ル

ス
キ

ー

と

デ

ィ
ヴ

ッ
ド

.
マ
ー

カ

ソ

ド

(U
印
く
乙

】≦
母

ρ
=
餌
口
α
)

の

報

告

に

基
づ

い

て

討

論

が

行

な

わ

れ

て

い
る

。

こ

の

カ
ー

ル
ト

ソ

の
研

究

書

に

つ

い

て

は
、

す

で

に
本

誌
上

で
紹
介

し

て
い
る
の

で
、

本
稿

で
は
、

入
キ
デ

ル
入
キ
ー

の

『
政

治
家

と
大
恐
慌
』

に

つ
い
て
紹

介

し
た
い
。

な

お
、

労
働

史
研

究
会

の
先

に
触

れ
た
総
会

に
お
け

る
報

告

と
討
論

に

つ
い
て
は
、

今

回

は
紹

介
す

る

こ
と
を
割
愛

し
別

の
機

会

に
譲

り
た

い
。

ま
た
、

一
九
七

三
年

夏

に
は
、

ア

メ
リ

カ
の
比
較
政

治
学
者

で
あ

る

ス
タ

ソ

フ

ォ
ー
ド
大
学

の
G

.
ア
ー

モ
ソ
ド

(O
鋤
σ
噌
一〇
一
㌧
r

凡～
一【昌
O
=
」
)

や

フ
戸
リ
ダ

州

五
大
学

の
s

.
c

.
フ
ラ

ナ
ガ

ソ
(の
8

雰

O
・
コ

m;
四
σ。
磐

)

ら
の
共
著

に
よ
る

『危
機

.
選
択

.
変
化
-

政
治
的
発
展
の
歴
史
的
研

究
』

(O
ユ
・。
グ

O
ぎ

8
p

き

α

O
冨

ロ
αq
。
¶

顛

。。
8
同
一。
巴

Q。
ε
象
窪

o
h

勺
o
藁

剛。
〔二

∪
。
<
巴
。
や
日
。
簿

矯
い
一三

。

辱

o
薯
訂
)
が
出

版
さ
れ

た
。

こ
の

中

で

イ
ギ

リ

ス
の

一
九

三

一
年

の
危
機

に
関
す

る
論

文
も
収

め
ら
れ

て
い

る
。

し
か
し
、

こ
の
論
…文
に

つ
い
て
は
、
筆
者

は
こ
の
原
稿
執
筆
・の
時
点

で
未

だ

こ
の
書

を
入
手

し
た
ば

か
り
で
あ
る

の
で
後
日
何

ら
か

の
機

会

に

論
評

し
た

い
と
思

う
。二

 

R

.
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
の

『政
治
家
と
大
恐
慌
』

は
極
め
て
論
旨
明
快

な
論

又
で
あ
る
。
著
者
は
、
経
済
政
策
構
想
お
よ
び
経
済
政
策

に
お
け
る

保
守
と
革
新
と
に
第

二
次

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
内
閣
時
代

の
政
策
作
成
者

(政

治
家
、
官
僚
、
経
済
学
者
な
ど
か
ら
な
る
)
を
ク
リ
ア

・
カ

ッ
ト
に
分
類

す
る
。
政
党
に
ょ
る
分
類
で
は
な
く
政
策
構
想
に
基
づ
く
保
守
と
革
新

の

分
類
で
あ
り
、
労
働
党
に
属
す

る
社
会
主
義
者

の
多
く
が
、
問
題
認
識

に

お
い
て
全
く
失
敗
し
、
政
策
選
択
を
誤
ま

っ
た
こ
と
を
鋭
く
指
摘
し
て
や

(240)46



大 恐慌期 の イギ リス労働覚 内閣論

ま
な
い
。

こ
の
四
百
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
大
論
文
で
極

め
て
論
理
的
に
政
治

史
を
ド
ラ
イ
に
割
り
切

っ
て
論
じ
、

し
か
も
首
尾

一
貫
し
て
乱
れ
る
こ
と

な
き
政
治
史

の
論
文
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
歴
史
家
に
は
大
変
珍
ら
し
い
こ
と

の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
ス
キ
デ

ル
ス
キ
ー
が
そ
の
名
の

如
く
舞

の
イ
ず

ス
人
で
な
く
、※
イ
ず

ス
で
育

っ
た
初
代
の
ヨ
ー
悌

ッ
パ
大
陸

の

ロ
シ
ア
系

の
人

で
あ

る
の
で
大
変

理
論

的
な
性

格
を
も

っ
て

い
る
こ
と
に

よ
る
の
か
も

し
れ
な

い
。

※

ロ
バ
ー

ト

・
ス
キ
デ

ル
ス
キ

ー
は
、

一
九

三
九
年
満

州

に
生
ま
れ
、

三
年
間

中
国

で
暮

ら
し
た
後
英
国

に
移
り
、

箔
、
こ
で
育

っ
た
。

学

歴

と

教
歴

に

つ
い
て
み
れ
ば
ブ

ラ
イ

ト
ン

・
カ

レ

ヅ
ジ
大
学

で
オ

ッ
ク

ス
フ

ォ
ー
ド
大
学

の
公
開
奨
学

生

(O
b
Φ
鵠

ω
O
げ
O
富
錺
ゴ
首
)

の
資
格

を
得

て
同
大
学

ジ
ー
ザ

ス

・
カ

レ

ヅ
ジ

(密
。・
蝦
ω

O
o
嵩
o
㈹
①
)

を
卒
業

し
、

そ

れ
か
ら

ナ

フ
ィ
ー

ル
ド

・
カ

レ

ッ
ジ

(窯
蝿
諜
貯
冠

6
0
コ
Φ
鵬
o
)

に

入
り
、

一
九

六
五
年

か
ら
同
大
学

の
研
究
員

(図
ゆ
ω
o
母

6
7

鴫
巴
ざ
芝
)

の
地

位

に

つ
い
て
い
る
。

ち
な
み

に
、

こ
の
よ
う
な
堅

い
内
容

の
本
が
、

一
九
七

〇
年

に
は
ペ
リ

カ

ソ

・
ブ

ヅ
ク

(
℃
o
ぎ

き

じd
8

吋
)

と

し
て
新
書

版

で
出

版
さ

れ
る

に

至

っ
て

い
る
の
は
、
生
粋

の
イ
ギ

リ

ス
人
と

は
肌
合

い
の
違

う
研

究
者

に

よ

っ
て
書

か
れ

た

ユ
ニ
ー

ク
な
書

で
あ

る

こ
と
に
起
因
す

る

で
あ

ろ
う
。

違

っ
た
眼

で
み
た
イ
ギ

リ

ス
政

治
史
と

い
え
ば
、

一
つ
に

は
、

比
較

の
観

点

を
大

な
り
小
な

り
有

し

て
い
る
と

い
う
こ
と

に
も

な
る
が
、

そ
う

で
あ

る
か
ら

こ
そ
、

こ
の
国

の
内

で
も

ま
た
外

で
も
意
外

に
よ
く
読

古
ホ
れ

る
と

い
う
傾
向
が

あ

る
。

そ
う

し
た
本

と
し
て

二
、

三
の
例

を
挙
げ

る
と
、
戦

前

に

は

エ
ゴ

ソ

・
ウ

ェ
ル
タ
イ

マ
ー

(
国
㎎
o
コ

≦

葭

簿
魚
資
霞
)
の

『
労
働

党

の
肖

像
』

(
℃
。
葺

曳

。
;

。

§

自

『
℃
四
量

㌔

琶

ゆ
う
.ω
。。
。
昌
・陰

謹

¢
)

や

ア
ソ
ド

レ
ー

・
¥

グ

フ
リ

ー
ド

(
〉
巳

み

ω
圃o
σq
強

9

)

の

『
英

国

の
危

機

』

(
穿

讐

巳

.。・
9

圃。・
圃・・
し

。
薬

冨

・

o
昌

Φ
・

一
§

)

な
ど
が
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

ス
キ
デ

ル
ス
キ
ー

の
著
書

で
と

ら
れ

て

い
る
分
析
方
法

に

は
・

二

つ
の
重
要

な
、

そ

し
て
あ

る
意
味

で
は

ユ
ニ
ー
ク
な

も

の

が

あ

る
。

そ
の

一
つ
は
、

照
明

す

る
時
期

の
点

で
あ

り
、
も

う

一
つ
は
、

基
本

的

な
政

策
選
択

(o
げ
o
一8

)

を

め
ぐ

る
経

済
的
保
守

(0
8

影
。
罠

6

8

鵠
,

。。
葭
く
9
二
く
¢
)

と
経
済
的

革
新

(Φ
8

き

巳

o

話
巳
$
一)

に
よ

る
政
党

ラ
イ

ソ
に
基
づ

か
ぬ

二
分

法

に
よ
る
分

析

で
あ

る
。

ま
ず
・
分
析

対
象
と

な
る
時
期

に

つ
い
て

み
ょ
う
。
従
来

の

一
九
五
〇

年

代

ま

で
の
モ

ワ

ッ
ト
や
パ

セ

ッ
ト
ら

の
研
究

で
は
、

一
九

三

一
年
夏

の

挙

国

一
致
内
閣

の
成

立

に
導

い
た
出
来

事

と
そ

の
意

味
づ
け

に
問
題
関

心

が

集
中

し
て

い
る
傾

向
が

あ

る
が
、

ス
キ
デ

ル

ス
キ
ー
の
研

究
ば
、

蕩
、れ

で

は

一
九

三

一
年

の
政

治
危
機

と
政
変

を
理
解
す

る

に
し

て
も
極

め
一,、不

十
分

で
あ

る
と

い
う
と

こ
ろ
か
ら
出
発

し
て

い
る
。

本

書

の
序
文

に
お
い
て

ス
キ
デ

ル

ス
キ
ー

は
次

の
よ
う

に

述

べ

る
。

「
こ
れ

(
一
九
三

一
年
危
機

の
こ
と
。

筆
者
)

に
先
立

つ
二
年

の
政
治

的

諸
事
件
が
、

危
機

そ
れ
自
体

に
あ
て

ら
れ

た
照
明

に
よ

っ
て
隠

さ
れ

て
い

る
。

こ
れ

ら

は
殆

ん
ど
十

二
、

三
ペ
ー
ジ

か
あ

る

い
は
標
準

的
通
史

に
お

け

る
如
く

に
し

か
述

べ
ら
れ

て
い
な

い
し
、

こ
の
間

に
お
け

る
争
点

と
選

択

の
複

雑
さ

は
ポ

ソ
ド
危
機

の
ド

ラ

マ
に
関

す

る
研
究

に
比
較

で
き

る
研

4'1(24.T)



(
3
)

究

と
な

っ
て
い
な

い
」
。

ま
た
、
結
論

の
章
に

お

い
て
も
、
「
マ
ク
ド

ナ
ル

ド

と
彼

の
同
僚

へ
の
批

判

は
通
常

一
九

三

一
年

の
金
融
危
機

へ
の
処
置

に

つ
い
て
始

ま

り
、

二
、-れ

に
先
立

つ
二
年
間

に
お
け

る
彼

等

の
失
敗

か
ら
始

ま

る
も

の
で

は
な

い
。

し

か
し
、

一
九

二
九
年

と

一
九

三

一
年

の
間

に
政

府

に
は
多
く

の
有
効

な
選
択

が
開

か
れ

て
い
た

の
に
対

し
て
、

一
九

一三

篭

は
金
本
位
制
を
保
持
す
る
必
要
性
に
學

る
実
質
的

一
致

が

あ

っ

た
」

と
述

べ
る
。
そ

し
て
ま

た
、

「
リ
ア

ル
な

マ
ク
ド

ナ
ル
ド
推
判

は
、

彼

が

ナ

シ

ョ
ナ
ル

・
ガ
ヴ

ァ
メ
ソ
ト
を
結
成

し
た

と
い
う

こ

と

で

は

な

く
、

彼

の
リ
ー
ダ

ー

シ

ヅ
プ

の
下
に
労
働

党
政
府

が
極

め
て
小

さ
な
選
択

し
か
芒

え
な
い
地
位
に
た
ち

養

た

こ
と
で
臥
嶺
ご

と
論
じ
て
い

る
。こ
の
よ
う

に
、

一
九

三

一
年
夏

の
危
機

に
先

立

つ
二
年
間

を
重
要
視
す

る
問
題
関
心

は
、
筆
者

と
も
共
通
す

る
も

の
で
あ

る
。

な

お
、

筆
者

は
労

瀕
喋

政
権
の
座
に
上
る
以
前
の
野
党
期
の
肇

構
想
を
も
問
題
に
し
て

い
る
が
、

ス
キ
デ

ル

ス
キ
ー

は

一
九

二
九
年

六
月

以
前

か
ら

の
労
働

党

の

い
わ
ゆ

る
対
失
業
政
策

を
問
題

に
し
て

い
る
。

本
書

の
第

一
章

「
経

済
的

背

景
」

で
は
、
大

恐
慌
以
前

の

一
九

二
〇
年
代

に
イ
ギ

リ

ス
は

「
解
決

で

き

な

い
百
万

人
」

(
ハる一昌
叶
『
ゆ
O
叶9
σ
一Φ
ヨ
一一一一〇
b
[噌)

と
呼
ば

れ
た
、

一
九

一
=

年

の

一
九
%
を
除
け
ば
、

被
保
険
労
働
者

の

一
〇
%

に
あ

た
る
失
業
者

を

抱

・兄
て
い
て
、

こ
れ
を

ど
う
解
決
す

る
か
が

重
大
問
題

だ

っ
た
と
指
摘
す

る
。

つ
ま

り
、
伝
統

的
な

正
統
派

の
対

失
業

政
策

に
代

る
ダ

イ

ナ
ミ

ッ
ク

で
革
新
的

な
政
策
が
形

成
さ
れ

て
い
た
か
ど
う

か
を
問
題

に
す

る
の
で
あ

る
。
第

二
章

「
社

会
主
義
者

と
失
業

」

で
は
、
労

働
党

に
お
け

る
失
業

問

題
解

決

の
プ

ラ

ソ
の
有
無

が
問
題

に
さ
れ

る
。

ベ

ァ
ト

リ

ス

・
ウ

ェ
ヅ
ブ

(田
W①
9
什
憎
一〇
〇

≦

O
げ
び
)

が

一
九
〇

八
年

に
救
貧

問
題
王

立

委

員

会

の

「
少
数
派
報
告
」

の
な
か

で
述

べ
て
い
る
公
共
事

業
計
画
、
低

消
費
を
不

況

の
原
因
と

み
て
賃

金
引
上
げ

を
説

い
た
J

・
A

・
ホ
ブ

ス

ソ

(冒
ゴ
コ

》
陣
。
鉱
コ
ω

¢
。
げ
σ
ω8

)

の
理
論

、
そ

し

て

彼

の
影
響

を
受
け

て
作
成

さ

れ

た

一
九

二
〇
年
代

の
独

立
労
働
党

(
I
L

P
)

の
生
活
賃

金
綱

領

な
ど

に
、
景
気

循
環

と
失
業

に
対
抗

し
う

る
革
新
的
政
策

の
萌
芽

と
も

言
う
べ

き
も

の
が
あ

っ
た
、

と
著
者

は
指
摘
す

る
。

し
か
し
、
労
働
党

指
導
部

に

お
い
て

は
、
資

本

主
義
体

制

の
中

で
経

済
的
現
実

に
対
応

し
、
失

業
問
題

を
解
決

し
う

る
プ

ロ
グ

ラ

ム
は
考
え

ら
れ

て
い
な

か

っ
た
と

い
う
。

と
り

わ
け

ス
ノ
ー
デ

ソ

(剛
ず
二
一一℃

ω
口
O
♂く
自
ゆ
昌
)

は
、

労
働
党

で
第

一
級

の
財

政
家

と
し

て
知
ら

れ
て

い
た
人

で
あ

る
が
、

そ
れ

は
正
統
的

な
グ

ラ

ヅ
ド

ス
ト

ー
ソ
的
財
政

に
立
脚
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

次

に
、
政

策
選
択

を

め
ぐ

っ
て
保
守

と
革
新

と
の

二
分

法

に
よ
る

ス
キ

デ

ル
ス
キ
ー

の
分
析
方
法

に

つ
い
て
み
よ
う
。

彼

の
論

文

に
お
け

る
も

っ
と
も
重
要

な
分
析
方

法

は
、

一
九

三

一
年

危

機

に
至
る

二
年
間

の
諸
局
面

に
お
け
る
政
策
選
択

に
関

し

て
検
討

し
、

い

か
な

る
選
択

が
可
能

で
あ
り

え
た
か
を
探

る
点

に
あ

る
。
彼

は
基

本
的
な

選
択

は
、
社
会

主
義

か
資
本
主
義

か
と

い
う
体
制

選
択

で
は
な
く
、
資

本

主
義

の
枠
内

に
お
け

る
経

済
的
革
新

か
経

済
的
保
守

か
、
即

ち
、

国
家
介

入

の
資
本

主
義

か
自
由
放

任

の
資

本
主
義

か
に
あ

っ
た
と
論

じ
て

転
罷
。

そ

し
て
こ
の

二
分

法

に
基
づ

い
て
政

党

ラ
イ

ソ
を
取

り
払

っ
た
分
析

を
し

て

い
る
。

こ
の
書

に
ょ
れ
ば
、
経

済
的
革
新

に
属
す

る
政
策
作

成
者

は
、

(242)48
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自
由

党

に
は
J

・
M

・
ケ
イ

ソ
ズ

(
智
げ
嵩

】≦
餌
《
起

a

国
①
嘱
昌
窃
)
、

ロ

イ
ド

・
ジ

ョ
ー
ジ

(U
帥
く
箆

ピ
δ
矯
山

O
Φ
o
「
σq
Φ
)
、

経

済
学

者

の
H

・
ヘ

ソ
ダ

!

ソ
ソ

(甲
{
¢
げ
Φ
圏
齢

鵠
①
5
匹
①
「
ω
O
爵
)
、

保

守
党

に
は

R

・
ブ

ー

ス
ビ

ー

(囲四
〇
げ
φ
『
鈴
】W
O
O
轡げ
げ
《
)
、
H

・
マ
ク
ミ
ラ

ソ

(=
鋤
【
O
置

7
貯
∩
ヨ
鵠
置
ゆ
)

0

・
ス
タ

ソ
レ
ー

(
()
一一く
Φ
『

ω
樽
帥
昌
囲①
嘱
)

な
ど
若
手

の
下
院
議
員

ら
が

い
た
。

そ

し

て
、
労

働
党

に
は
後

で
や

や
詳

し
く
述

べ
る

こ
と

に
な
る
オ

ズ

ワ
ル
ド

・
モ
ー
ズ
リ

(○
。・
ミ
騨
置

冨
o
ω
9
①
嘱
)
と
彼

と

一
派

を
な
し

た
若

手
代

議
士

た
ち
や

T
U

C
総
評

議
会
幹
部

の
E

・
ベ
ヴ

ィ
ソ

(閏
巽

菌

。。
齢

じd
O
く
写
)
、

経
済
学
奢

G

・
D

・
H

。

コ
ー

ル

(O
Φ
O
戦
σq
O

U
O
爆
ぴQ
『
の

}
団
零
霞
画

∩
o
一。
)

ら
が

い
た
。
そ

し
て
経

済
的

保
守

に
属
す

る
の

は
、

労
働
党

内
閣

で
は

ス
ノ
ー
デ

ソ
に
代
表

さ
れ
、
大

蔵
省

の
経
済
官

僚
が

そ

れ

を
支

え
、
保
守
党

と
財
界

の
主
流
、
そ

し

て
自
由
党

の
反
主
流

な
ど

で

あ

っ
た
。
勿
論
、
経

済
的
保
守

が
強
力

で
あ

っ
た

の
で
あ

る
、

こ
の
よ
う

な
分

類
法

は
、
筆

者
が
、
前

に
紹

介

し
た
筆

者

の
論
文

で
行

な

っ
た
状
況
形

成
型
と
状
況

追
随

型

へ
の
リ

ー
ダ

ー

シ

ヅ
プ

の
分
類

と
も

重

な

り
あ
う
、
経

済
政
策

に
即

し
た
分
類

と

い

い
う
る

で
あ

ろ
う
。

三

 

そ
れ
で
は
、

ス
キ
デ

ル
ス
キ
ー
の
い
う
リ
ァ
ル
な
政
策
選
択

の
可
能
性

は

一
体
ど
こ
に
あ

っ
た
か
。
彼

は
労
働
党
内
閣
が
成
立
し
た
時
点
か
ら
倒

れ
る
ま
で
の
間

に
、
後

に
な
る
に
つ
れ
て
選
択

の
幅
は
狭
ま
る
が
、
最
後

ま
で
あ
ら
ゆ
る
局
面

に
リ
ア
ル
な
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ

の
選
択

の
可
能
性

が
あ

っ
た
と
論

じ
て
い
る
。
本
書

の
第
四
章

「
選
択
」
か
ら
以
下
に
そ
れ

ら
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も

の
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

第

一
に
、

一
九
二
九
年
か
ら

一
九
三
〇
年

に
か
け
て
ロ
イ
ド

・
ジ

ョ
ー

ジ
が
提
起
し
て
い
た
大
担
な
失
業
克
服
政
策
を
展
開
で
き
る
選
択
可
能
性

が
あ

っ
た
。
第
二
に
経
済
諮
問
委
員
会

(団
6
0
ぎ
葺

o

》
山
く
δ
o
蔓

O
守

ヨ
巳

舞
①Φ
)
を
政
府
の
経
済
政
策
作
成
機
関
と
な
す
べ
き
可
能
性
も
あ

っ

た
。
第
三
に
、

一
九
三
〇
年

の
モ
ー
ズ
リ
の
政
策
提
案
に
端
を
発
す
る
経

済
政
策
転
換
の
可
能
性
が
あ

っ
た
。
第
四
に
、

一
九
三

一
年
の
金
融
財
政

危
機
が
接
近
す
る
中

で
い
か
に
そ
の
機
先
を
制
す
る
か
と
い
う
選
択
が
あ

り
え
た
。
第
五
に
、
そ
の
危
機
が
到
来
し
た
と
き
に
お
い
て
は
、

「
メ
イ

報
告
書
」

の
取
扱
い
方
次
第
で
は
そ
の
危
機

の
深
化
を
防
ぐ

こ
と
も
可
能

だ

っ
た
し
、

ケ
イ
ソ
ズ
や
ベ
ヴ

ィ
ソ
ら
の
代
案
を
受
容
し
た
緊
縮
予
算
案

を
作
る
可
能
性
も
あ

っ
た
。
以
下
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

ま
ず
最
初

に
、
労
働
党
内
閣
成
立
後
と
ら
れ
る
べ
き
経
済
政
策

の
問
題

に
つ
い
て
み
よ
う
。
第

三
章

「
労
働
党

の
政
権
掌
握
」
と
第
四
章

「
選
択
」

で
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、

ロ
イ
ド

・
ジ

ョ
ー
ジ
の
下
に
自
由
党
が
ケ

イ
ソ
ズ
を
始

め
と
す
る
経
済
学
者
を
政
策
委
員
と
し
て
作
成
し
た
革
新
的

国
内
経
済
政
策
が
、

一
九
二
九
年
総
選
挙
で
そ
れ
を
遂
行
す
る
意
志

の
な

(
8

)

い
労
働
党

に
盗
用
さ
れ
、
総
選
挙

は
失
業
問
題
を
克
服
す
る
革
新
の
自
由

党
及
び
労
働
党
と
保
守

の
保
守
党
と
の
対
決
に
な

っ
た
。
総

選

挙

の
結

果
、
革
新
が
圧
勝
し
、
進
歩
的
多
数
派
が
議
会
内
外
に
形
成
さ
れ
、

ロ
イ

ド

・
ジ

ョ
ー
ジ
が
大
胆
な
経
済
政
策
を
揚
げ
て
い
た

一
九
三
〇
年
ま
で
失

業
問
題
で
政
府

は
自
由
党
の
支
持
を
受
け
る
可
能
性
が

あ

っ
た

と

マ
ク

ド
ナ
ル
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
路
線
を
正
当
化
し
た
R

・
バ

セ
ッ
ト
の
解
釈
と

49(243>



(
9

)

対

立
す

る
解
釈

を

し
て
い
る
。

自
由
党

の
プ

ロ
グ

ラ

ム
は

二
年
間

に

二
億

五
千
万
ポ

ソ
ド
を
投

じ
て
公
共

事
業
等

を
起

し
六
〇
万
人
を
雇
用

す

る
と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

が
、

マ
ク
ド

ナ

ル
ド
内
閣

は
こ
れ
を
政
策

化

し
え

な

か

っ
た
。
失

業
問
題
担

当
閣
僚

ト

マ
ス

(一
.
一国
.
円
ず
O
ヨ
O
ω
)

が
作
成

し
た

ト

マ
ス
計

画

は
、

ア
プ

ロ
ー
チ

の
仕
方

に
お

い
て
保
守
党

と
共
通

の

も

の
で
、
政
府

が
直

接

に
公
共
事
業

を
行
な
う

と

い
う
自
由
党

の
政
策

で

は
な
く
、
企
業

や
植
民
地

な
ど

の
経
済

活
動

を
援
助

す
る
計
画

で
あ

り
、

(
10

)

何

よ
り
も
貿
易

の
振
興

を
狙

っ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

労
働
党
閣

僚

に
と

っ

て
自
由
党

の
プ

ラ
ソ
は
余

り
に
も

ラ
デ

ィ
カ
ル
な
も

の
で
あ

っ
た
。

だ

か

ら
失
業
問
題

は
両
党
提
携

の
争
点

と

は
な
り
え
ず
、
自
由

党

が

切

望

し

た
、

選
挙
改
「革

の
問
題

が
両
党
を
提
携

せ
し

め
た

の
で
あ

る
。

そ

こ
で

一

九

二
九
年

一
二
月

に
選
挙
改
革

の
た
め

の
ア

ル
ス
ワ
タ
ー
委
員
会

(ご
寧

に
'く
碧
興

O
o
ヨ
ヨ
一一
8
0
)
が
設
置

さ
れ

た

の
で
あ

る
。
労
働

党
内
閣

は
失

業
対
策

に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
選
挙

改
革
問
題

で
自
由
党

の

支

持

を

得

て

い

く
。

し
か

し
、

労
働
党

は
比
例
代
表
制

に
は
反
対

で
第

二
投
票

制

(鶴
#
興

き

二
く
o
<
9
Φ
)

で
自
由
党

と
歩

み
よ
る
が
、

そ

れ

に
も
初

め
か

ら
余

り
乗

気

で

は
な
か

っ
た
。
そ

う

し
た
こ
と
か
ら

ス
キ
デ

ル

ス
キ
ー

の

解
釈

に
よ
る
と
、

ロ
イ
ド

・
ジ

ョ
ー
ジ

の
斬
新

な
経

済
政
策

を

は
ね

つ
け

た
形

で

マ
ク
ド

ナ
ル
ド
内
閣

の

ナ
シ

ョ
ナ

ル
路
線

が
、
筆

者
が

理
解

し
て

(
11

)

い
た

よ
り
も

早

い
時
期

か
ら
始
ま

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

第
五
章

「
イ

マ
ジ

ネ
ー

シ

ョ
ソ

の
欠

如
」
も

こ
の
労

働
党
内

閣
初

期

の

ト

マ
ス
を

は
じ

め
と
す

る
失
業

問
題
委

員
会

に
よ
る
政
策

形
成

を
問
題

に

し
て

い
る
。

こ

こ
で

は
先

に
も
若

干
触

れ

た
ト

マ
ス
計

画

の
み
な
ら
ず
国

内
政
策

の
す
べ
て
が
、
建
設
的
イ

マ
ジ
ネ
イ
シ
ョ
ソ
を
欠

い
た
も

の
で
あ

っ
た
と
論
ず
る
。
ト

マ
ス
計
画
も
保
守
党
政
府

の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の

に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
は
筆
者
の
論
文
で
は
、
前
政
府

の
そ
れ
と
は

比
較

に
な
ら
ぬ
ほ
ど
大
規
模
な
も
の
で
あ

っ
て
二
十
万
人
を
雇
用
し
、
少

な
く
と
も
大
不
況
で
な
い
経
済
状
態
の
下
で
は

一
定

の
効
果
を
収

め
え
た

(
12

)

で
あ

ろ
う
と
筆
者

は
評
価

し
て

い
る

の
だ
が
、

ス
キ
デ

ル
ス
キ
ー

は
政
府

が
直
接
財
政
責

任

を
も

つ
幹

線

道
路
建
設
そ

の
他

の
公
共
事
業
計

画
が
ネ

グ

レ
ク

ト
さ
れ

た

の
で
大

不
況
が

こ
な
く

て
も
無
意
味

な
も

の
で
あ

っ
た

と

い
う

よ
う
な
見
方

を
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
国

の
公
共

事

業

計

画

は
、

ロ
イ
ド

・
ジ

ョ
ー
ジ

が
唱

え
、
政
府

内

で
は
失
業

対
策

委
員
会

の

一

員

で
あ

っ
た

モ
ー
ズ

リ
が
す

で
に

一
九

二
九
年

一
〇
月

一
七
日

の
覚
書

で

提

案

し
て

い
る
が
、

ト

マ
ス
の
下

に
あ

っ
て

ト

マ
ス
を
動

か
し
た
と

い
う

官

僚

H

・
ウ

ィ
ル
ソ
ソ

(辺
『

=
O
窮
6
0

～≦

『
O
詳
)

が
反
対

し
、

運
輸

相

H

・
モ
リ

ソ
ソ

(
一一〇
「
げ
O
一,ド

ン
一〇
「
一,一㏄O
=
)

も
反
対

し
て
実

現

し
な
か

(
13

)

っ
た
。

ウ

ィ
ル
ソ
ソ
は
、

反
動

的
保
守
的
官
僚

と

み
ら
れ

て

い
た
人

で
あ

(
14

)

り
、
政
府

の
失
業
政
策
に
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
。
概
し
て
労
働
党

閣
僚

は
行
政
経
験
に
乏
し
か

っ
た
の
で
、
各
省
庁

の
高
級
官
吏

の
影
響
を

強
く
受
け
た
の
で
あ
る
。

第
六
章

「最
初

の
蹟
践
め
き
」

は
、
労
働
党
内
閣
の
国
内
政
策

の
貧
し

さ

へ
の
批
判
が
次
第
に
ト

マ
ス
国
電
尚
書
に
集
中
し
、

ト

マ
ス
が

一
九
三

〇
年
六
月
植
民
相

へ
更
迭
さ
れ
た
経
過
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

一
方
、
大

不
況

は
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
く

る
。
政
府
は
大
不

況
に
対
応
す
る
政
策
を
作
り
出
す

こ
と
を
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
マ
ク
ド

ナ

(244}5[ｺ



大 恐慌 期 の イギ リス労働 党 内閣論

ル
ド
首

相

は

一
九

三
〇
年

二
月
彼

が
自

ら
議
長

と
な

る
経
済
諮

問
委
員
会

(
E

A
C
)

を
発

足
さ

せ
た
。
第

七
章

「
大

恐
慌

の
衝
撃
」

は
、

こ
の
E

A

C
に

つ
い
て
詳

し
く
述

べ
る
。

E
A

C
は
H

・
ヘ
ソ
ダ

ー

ソ
ソ
、

ケ
イ

ソ
ズ
、

コ
ー

ル
、

ベ
ヴ

ィ
ソ
、

R

・
H

・
ト

ー

ニ
ィ

(
閃
■
甲即

、『
餌
芝
昌
O
望
)

ら
を
含

む

一
五
人

で
構

成

さ
れ

た
。
し

か
し
、

こ
の
イ
ギ

リ

ス
首

相

の

シ
ソ
ク

・
タ
ソ
ク

は
、
プ

レ

ー

ソ

・
ト
ラ

ス
ト
と

し
て

の
機
能

を
発
揮

で
き
な

か

っ
た
。

そ

こ
で
は
経

済
的

保
守
と
経

済
的
革
新

の
見

解

の
対

立
が
余

り
に
も
著

し
く
、

そ

の
た

め
に
諸
問
題

に

つ
い
て
統

一
見
解
を
導

び
き
出

せ
な
か

っ
た
。
革
新

派

の

ケ
イ

ソ
ズ
、

コ
ー

ル
、

ベ
ヴ

ィ
ソ
ら

は
、

不
況

か
ら

の
脱
出

は
貿

易

の
復

活

(
門
o
く
そ
巴
)

で
は
不
可

能

で
あ
り
、

関
税

、
輸

入
統
制

、
国
内

投
資

が

必
要

だ
と
主
張

し
た
。

が
、
A

・
バ

ル

フ

ォ
ア

(》
憎
簿

霞

ゆ
巴
h
o
霞

)

や

英
波

石
油
会

社
会

長

の
J

・
キ

ャ
ド

マ
ソ

(
冒
ゴ
昌

O
彙。
α
ヨ
鋤
昌
)

ら
保
守

派

は
、

高
賃
金

、
社
会

サ
ー
ビ

ス
費

、
労
働
組
合

の
強

い
影
響

力

(
そ

の
実

行

恒
轟
良
ド
Φ

と
述

ぺ
ら
れ

て
い
る
が
、

こ
れ
は
争
議

と
か
賃
金
決
定

に

お
け

る
影
響
力

と
み
ら
れ

る
。
)
等

が
、

こ
の
国

の
経

済
危
機

の
根
底

に
あ

る
と

み
、
も

っ
ぱ

ら
そ
れ

ら
を
除

去

し
、
輸

出
貿
易

の
回
復

に
期

待
を

か

(
15

)

け
て

い
た
。

ス
ノ
ー
デ

ソ
蔵

相
も

こ

の
後

者

の
例

で
あ

っ
た
。

こ
う

し
た

両
派

の
対

立
ゆ

え
に
、

E

A
C
は
労
働
党

内
閣

の
政

策
作
成
機

関
と

し
て

…機
能

し

え
な

か

っ
た
。

そ
れ

は
委

員
数

の
多

さ
、

そ

の
超
党
派

的
人
事
、

そ

し
て

ス
ノ
ー
デ

ソ
に
代

表

さ
れ

る

よ
う

に
、
経

済
的
政
策
決

定
者
が
す

べ
て
経

済
的
保
守

の
正
統
派

で
あ

っ
た

こ
と
に
よ

る
。
第
十
章

「
政
党

と

大
不

況
」

で
も

E

A
C
に
よ
る
国
際
経

済

の
分
析

と

か
、
経

済
学
者
ピ

グ

ー

(帳〆
、
○
・
℃
一
αq
o
¢
)

と

ケ

イ

ソ
ズ

と

の

E

A

C

の
小

委

員

会

に

お
げ

る

論
争
が
再
現
さ
れ
て
い
て
興
味
深

い
。
E
A
C
ξ

い
て
は
、

Z

フ
㍊
翫
)

パ

ロ

ヅ
ク

に
ょ

る
ベ
ヴ

ィ
ソ
の
伝

記
で

か
な
り
詳

し
く
述

べ
ら
れ

て
い
る

が
、

本
書

は
こ
れ

ま
で

の
研

究
書

の
中

で
も

っ
と
も
詳
細

な
も

の
と
言

・昆

よ
う
。

第

八
章

「
モ
ー
ズ

リ

の
叛
乱
」

は
、

ラ
ソ
カ

ス
タ
ー
公
領
尚
書

で
ト

マ

ス
の
内

閣
失
業
対
策
委

鼠
会

に
属

し

て

い

た
オ
ズ

ワ
ル
ド

.
モ
ー
ズ

リ

ボ
、

ケ
イ

ソ
ズ

や

ロ
イ
ド

・
ジ

ョ
ー
ジ

の
よ
う
な
進
歩

的

ア
イ
デ

ア
を
も

ち
、
経

済
危
機
打

開
策
と

し
て
政

府
が
直
接
財
政
責
任

を
負

う
積
極
的

な

公
共
事

業

の
推
進

を
軸
と

し
、

保
護
関
税
、
帝
国
内

の
結
合

の
強
化

を
閃

る
プ

ラ
ソ
を
提
起

し
た
も

の
の
、

こ
れ
が
内
閣

に
容

れ

ら
れ
ず

一
九

三
〇

年

五
月
大
臣

の
地
位

を
辞
任

す

る
経

過
等

に

つ
い
て
述

べ
て

い
る
。
彼

が

内

閣

に
提
出

し
た

モ
ー
ズ

リ

・
メ
モ
ラ

ソ
ダ

ム

(
本
書

の
附
録

と
し

て
収

め
ら
れ

て

い
る
)

に
代
表

さ
れ

る

モ
ー
ズ
リ

の
政
策

に
も
と

ず

く

運

動

は
、
労
働

党

の
み
な
ら
ず

こ
の
党

の
外
部

に
お

い
て
も
意
外
な
反
応

を
生

ん
だ

こ
と

を
本
書

は
明

ら
か
に
し

て
い
る
。
と

く
に
、

労
働
党
内

に
・お

い

て
彼

の
政
策

主
張

に
ひ
か
れ

た
下
院
議
員

や
そ

の
他

の
党
員

は
決

し
て
そ

う
少
な

く

は
な

か

っ
た

こ
と
が
読
者

の
関

心
を
集

め
る
で
あ
ろ
う
。

ち
な

み

に
、
こ
の
書

の
著
者

は
、
本
書

刊
行

後

は
モ
ー
ズ

リ

の
伝

記
を
執
筆

し
て

い
る
と

い
わ
れ
、

モ
ー
ズ

リ

に

つ
い
て

は
大
変

よ
く
知

っ
て

い
る
人

で
あ

る
。

モ
ー
ズ
リ

・
メ

モ
ラ

ソ
ダ

ム
が
、

ト

マ
ス
国
憲
尚
書

に
提
示

さ
れ

ぬ

と
き

に
内
閣
失
業
対
策
委

員
会

で
ト

マ
ス
以

外

の
大
臣

に
見

せ
ら
れ
、

か

つ
党
外

に
も
出
さ

れ
た
が

た
め

に
、

ト

マ
ス

の
怒

り
と
反
感
を
買

っ
て
内

1C245)



閣

で
拒

絶
さ
れ

る
に
至

っ
た
と

い
う
そ

の
経

過
に
関

す

る
事
実

も
筆
者

に

と

っ
て
は
初

め
て
知

る
こ
と

で
あ

る
。
但

し
、

こ
れ

は
筆
者

の
不
勉

強

の

せ

い
か
も

し
れ

な

い
。

だ
が

、
そ

の
後
ま
も

な
く

、
労
働
党

を
去

っ
て
新

党

を
結
成

し
、

一
九

三
二
年

に
は
、

イ
ギ

リ

ス

・
フ

ァ
シ
ズ

ム
の
首

領
と

な

る

モ
ー
ズ

リ
の
思
想

と

の
関
連
性

に

つ
い
て

は
ど
う
も
明
確

で
は
な

い
。

議
会
制

デ

モ
ク
ラ

シ
ー
を

モ
ー
ズ

リ
ボ
如
何

に
み
て

い
た
か
、

そ
し

て
労

働
党

内
閣

の
大
臣

を

し
て
い
た
と
き
、
彼

の
デ

モ
ク
ラ

シ
ー
観

な

り
制
度

イ

メ
ー
ジ
が

ど
う
変

っ
た
の
か
と

い
う
問
題

で
あ

る
。

第

九
章

「
首
相

に
よ
る
直
轄

」

は
、

ト

マ
ス
更
迭

後
、

失
業
問
題

は
首

相
が
委

員
長
と
な

る
失
業

対
策
委

員
会

に
よ

っ
て
担

当

さ
れ
る
に
至

り
、

自
由
党

と

の

二
党
会
談

に
よ

る
連
携

の
強

化

に
も

よ

っ
て
公
共
事
業

が
拡

大
さ
れ

て
行

っ
た

こ
と

を
述

べ
て
い
る
。

し

か
し
、

選
挙

改
革

で

の
両
党

の
交
渉

は
、

五
月

に
失
敗

し

て
い
た

の
で
、

両
党

の
関
係

が
極

め
て
よ
く

な

っ
た
と

い
う
わ
け

で
は
な

い
。

失
業
保
険
制
度

の
問
題

で
は
、

自
由
党

と
保
守

党

は
労
働
党
と
対

立
す

る

こ
と
に
な

る
。
失
業

者

の
増
大

と
と
も

に
失
業

手
当

の
支
給
資
格

や
支

給
期
間

な
ど
が
問
題

と
さ
れ

て
く
る
が
、

こ
の
問
題

に
関
す

る
か
ぎ

ウ
、

労
働
党

が
他

党
と
共
通

の
立
場
を

と
る

こ

・診」
は
困
難

で
あ

っ
た
。
だ
が
、

ま
だ

一
九
.二
〇
年

ま
で
は

ロ
イ
ド

・
ジ

ョ

ー
ジ
も
政
府

の
投
資

に

よ
る
大
規

模
な
公
共
事
業

を
主
張

し

て

い

た

の

で
、
政
府

が
そ
れ

に
応
ず

る
経
済
政
策

を
打

ち
出

せ
ば
、

労

・
自
両

党

で

困
…難
な
情

勢
に
対

処

し
て

い
く

こ
と
も

可
能

で
あ

っ
た

で
あ

ろ
う
と
著

者

は
示
唆

し
て

い
る
。

け
れ

ど
も
、

第
十
章

で
述

べ
ら
れ

て

い
る
よ
う

に
、

ヤ
ク
ド

ナ
ル
ド
首

相
が

モ
ー
ズ

リ
辞

任

後
に
新
経

済
政
策

を
求

め
て
受

げ

た
E
A

C
か
ら

の
助

言

は
、
全
く
矛
盾

す
る

二
つ
の
側

の
助
言

で
あ

り
、

(
17

)

首

相
を
混

乱
さ
せ
た
だ

け
だ

っ
た
と

い
う
。

第
十

一
章

「
中
枢

の
破

産
」

は
、

一
九

三
〇
年

一
〇
月

の
議
会

再
開

か

ら
そ

の
年

末

ま
で
を

フ
ォ

ロ
ー
し
、

と
く

に
労
働
党
内
部

に

マ
ク
ド

ナ
ル

ド
内
閣

へ
の
失
望

が
生

じ
、
批
判

が
強

ま

っ
て

い
た

こ
と
、

失
業
保
険

問

題
王
立
委

員
会

の
設
置
、

ナ
シ

ョ
ナ

ル

・
ガ
ヴ

ァ
メ
ソ
ト

へ
の
動

き
な

ど

に

つ
い
て
述
べ
て

い
る
。

そ

し
て
、
第
十

二
章

「
危
機

の
深
化
」

(℃
o
一簿

。
{
Z
。

閃
簿
霞

口
)

は
、

一
九

一↓二

年

に
入

っ
て
失
業
者

は
激

増
し
、

世

界
危
機

の
深

ま
り
を
見

る
な
か
で

い
か
な

る
政
策

選
択
が
あ

り
え
た
か
を

論

じ
て

い
る
興
味
深

い
章

で
あ

る
。

こ
こ
で
次

の
よ
う
な
重
要
な
見
解

が

提

示
さ
れ

て

い
る
。

「
一
九

三

一
年

ま
で
に
イ
ギ

リ

ス
に
と

っ
て
デ

フ
レ
ー
シ

ョ
ソ
と
不

況

の
悪

し
き
循
環

を
破

る
問
題

が
重

要

に
な

っ
て
き

た
。
世

界
貿
易
が
近

い

将
来

に
回
復

し
な
け
れ
ば
、

イ
ギ

リ

ス
は
国
際
収
支

と
国
家

予
算

の
危
機

に
直
面

し
た
だ

ろ
う
。

こ
の
二

つ
の
危
機

が
、

為
替
相
場

に
大

き
な
圧
力

を
生

み
出

す
と

い
う

こ
と

は
リ

ァ
ル
な
問
題

で
あ

っ
た
。
だ
が
、
政

治
的

困
難

は
、
労
組
幹

部
を
例

外
と
し

て
誰
も
金
本

位
制
を
破
棄
す

る
備

え
δ

な
か

っ
た
と

い
う
事
実

か
ら
起

っ
た
。

こ
の

こ
と

は
、

ス
タ
ー

リ
ソ
グ

へ

の
圧
力

が
増
大
す

る
に

つ
れ

て
金
融
財
政

的
地
位

を
正
す
積
極

的
政

策

へ

の
要
請

は
強

ま

り
、
さ

ら

に
そ

の
上
、
政
府

が
そ
れ
を
引
き

延

せ
ば
、

そ

れ
だ
け

一
層
、

金
融
財
政
的
平

衡
を
回
復
す

る
最
短

か

つ
最
も
直
接

の
途

と
し

て
、

生
活
水
準

を
切

り
下
げ

る
緊

縮

へ
の
叫
び
が
大

き
く
な

る
、

と

い
う
こ
と
を
意
味

す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

こ
の

コ
ー

ス
に
労

働

(246)52
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党

が
確
実

に
抵
抗

す

る
こ
と

は
明

ら
か
だ

っ
た
、

オ

ル
タ
ー

ナ
テ

ィ
ブ

は

こ
の
危
機

に
先

ん
ず

る
政
策

で
あ

ら
ね
ぽ

な
ら
な

い
し
、

ま
た

は
、
少

な

く
と
も

そ

の
危
機

が
到
来

し
た
と
ぎ
、
政
府

は
、
必
要
と

さ
れ

る
よ
う
な

緊

縮
措
置

へ
の
代
償

と

し
て
提
起

し
う

る
、
代

り

の
政
策

を
打

ち
出
す
と

(
18

)

い
う

こ
と
を
確
実

に

せ
ね
ば

な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
」

実

際
、

オ

ル
タ
ー

ナ
テ

ィ
ブ

と

し
て

の
政
策

を
保
守
党

も
自
由
党

も
も

っ
て

い
た
。

保

護
関
税
プ

ラ

ス
緊
縮

が
保
守

党
、
緊

縮
プ

ラ
ス
借

入
れ
が

自
由
党
、

で
あ

っ
た
。
保
守

党
、

モ
ー
ズ

リ
派
、
労
組
幹
部

は
、
自

治
領

お
よ
び
植

民
地
と

の
よ
り
緊
密

な
通

商
関
係

を
求

め
て
い
た
。

し

か
し
、

労
働
党
内

閣
だ
け

が
何
も
提
案

し
う

る
政
策

が
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。
そ

し
て
、

す

べ
て
決

定
を
先

に
延
ば

す
方
式

を
と

っ
た
。

ス
ノ
ー
デ

ソ
蔵
相

と
グ

レ
ー
ア

ム
商
相

は
、
膨

脹
政

策
も

デ

フ
レ
政
策
も

と
り
え
な

い
混
乱

し
た
状
態

で
あ

っ
た
。
著
者

は
、

こ
れ
を
政
治
家

に
お
け

る
建
設
的

思
考

(
19

)

の
欠
如
と
指
摘
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
労
働
党
内
閣
に
チ
ャ
ソ
ス
は
あ

っ
た
。
三
月
か

ら
四
月
に
か
け
て
内
閣
の
人
的
再
編
成

の
必
要
が
生
じ
て
き
た
。
そ
の
中

で
ス
ノ
ー
デ

ソ
が
三
月
中
旬
前
立
線
症

の
手
術
を
行
な
い
病
床

に
あ

っ
た

の
で
蔵
相

の
ポ

ス
ト
を
動

か
す
こ
と
を
酋
相
も
案
じ
て
い
た
。
そ
の
頃
、

内
閣

の
超
党
派
路
線
が
強
ま
る
な
か
で
自
由
党
と
の
連
立
内
閣
の
可
能
性

が
生
じ
て
い
る
。
勿
論
、

こ
れ
は
自
由
党
内
の
分
裂
状
態
と
か
、
と
く
に

労
働
党
の
態
度
で
実
現
し
な
い
。

さ
て
、

八
月

の
危
機
が
到
来

し
た
と
き

の
労
働
党
内
閣
に

つ
い
て
は
、

第
十
三
章

「労
働
党
内
閣

の
崩
壊
」
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
著
者

は
こ
の

危
機

は
政
治
的
危
機

で
あ

っ
た
と

し
て
、
政

治
指

導
を

問
題

に
す

る
の
て

あ

る
。
失
業
手

当
な
ど

の
負
担

に
よ
り

一
億

二
千
万
ポ

ソ
ド

の
国

の
予
算

赤
字

を
予
告

し
、

緊
縮
措
置

を
勧
告

し
た

「
メ
イ
報
告
」

に

つ
い
て
も
、

政

府
が

何
ら

コ
メ

ソ
ト
す

る
こ
と

な
し
に
金
融
恐
慌
が

始
ま

っ
て
い
る
と

ぎ

に
刊
行

し
た
こ
と
、

そ
れ

か
ら
十

余
日
も
金
融
危
機

に
何

ら
措
置

し
な

か

っ
た

こ
と
も
見

逃

せ
な

い
。

「
メ
イ
報
告
書
」

に

つ
い
て
は
、

ケ
イ

ソ

ズ
、

H

・
ヘ
ソ
ダ
ー

ソ
ソ
、

ベ
ヴ

ィ
ソ
ら
が
批
判

し
て

お
り
、
代
案

,.
一し

て

か
れ

ら
が
委

員
と

し
て
入

り
作
成

し
、

七
月

に
刊
行
さ

れ
た

;

ク
、、、

ラ

ソ
報
告

書
」

に
基
づ

く
政
策

を
あ
げ

て

い
る
。

ケ
イ

ソ
ズ

の
政
策

は
、

賃

金

・
物

価

の
引
下
げ

に
反
対

し
、
輸

入
を
規
制
す

る
関

税
を
導
入

し
、

世
界

の
価
格
水
準

を
引

上
げ

る
国
際

通
賃
行
動
を
起
す

と

い
う
も

の
で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
長
期

的
政

策
と

な

る
が
、

金
融
危
機

に
お
け

る
代
案

と
し

て
彼

が
提
示

し
た

の
は
、

歳
入
関

税

の
導

入
と
減
債
基

金

の
停
止

で
あ

っ

樋

こ
う
し
た
肇

は
・
ベ
ヴ

ィ
ソ
も
甦

T
U
C
の
肇

と
し
て
内
閣

に
提
案
し
て
い
る
。
著
者
は
べ
ヴ

ィ
ソ
を
経
済
的
革
新
と
し
て
高
く
評
価

(21
)

し
て

い
る
。

こ
の
章

は
、
失
業

手
当

・
給

与

の
カ

ッ
ト
を
含

む
緊

縮
案

に
対
す

る
ケ

イ

ソ
ズ

や
ベ
ヴ

ィ
ソ

の
代
案

の
存
在

を
浮
彫

り
に
し
て

い
る
点

で
興
味

深

い
。
労

働
党
内
閣

の
総
辞
職

と

挙
国

一
致
内
閣

の
結

成
が
現
実
的

な
も

の

と

な

っ
た

の
は
、
緊
縮
案

を

め
ぐ

っ
て
閣

…議
が
不
統

　
に

お
ち
い
り
、
ニ
ュ

ー

ヨ
ー
ク
と
パ
リ

の
銀
行

か
ら

の
ク

レ
ジ

ヅ
ト
を
受
け

る
条
件

を
満
た
さ

な
く

な

っ
た
八
月

二
十

二
日
頃

ま
で
で
あ

る
と
さ
れ

て
お

り
、

そ
う

し
た

意

味

で

ス
キ
デ

ル
ス
キ
!

は
、
挙

国

一
致
内
閣
が

か
な

り
前

か
ら
計
画

さ

53(24?)



(
22

)

れ

た
と

い
う
説
を
否
定

し

て

い
る
。

四

最
終

章

(
第
十

四
章
)

「
結

論
」

の
と

こ
ろ
で
注

目

さ
れ

る
の
は
、
比

較

論
的

に
第

二
次
労
働

党
内

閣

が
位
置

づ
け

ら
れ

て

い
る

こ
と
で
あ

る
。

議
会

の
地
位

に
お
い
て
も
、
経

済
情
勢

に
お

い
て
も
、

類
似

す

る
と

こ
ろ

の
あ

る

一
九
六
四
年

の
労
働
党

内
閣
と
比
較
す
れ
ば

、

ウ

ィ
ル
ソ
ソ
内
閣

(
23

)

の
方

が
議
会
操
作

に
長

じ
て

い
た
と
指
摘

し
て
い
る
。

そ
れ

か
ら

ス
ウ

ェ

ー
デ

ソ
国
家

に
は
国
家
が
直

轄
す

る
積
極

的
国
家
介

入
が
伝
統
化

し
て

い

た
が
、

イ
ギ

リ

ス
に
は
そ
れ

が
な
く
、

大
蔵
省

と

は
経

済
政
策

を
作
成
す

る
経

済
問
題
省
と

い
う
観

念
が
全

く
な

か

っ
た
こ
と
が
、

ロ
イ
ド

・
ジ

ョ

↓

や
モ
支

リ
の
政
策
を
実
現
さ
せ
る
こ
〉
」を
妨
げ
た
と
い
う
鰯

も

ま
た

お
も

し

ろ
い
。

ま
た
、
労

働
党
内
閣

の
敗

北
主
義

は
自
ら
科

し
た

も

の

で

あ

っ
た

こ

と
、

官
僚

の
意
図

す

る
方
向

へ
閣
僚
が
動

か
さ
れ
た

こ
と
、

こ
の
党

の
閣

僚
が
統

治

の
知
識

の
な

い
プ

ロ
パ
ガ

ソ
デ

ィ
ス
ト
だ

っ
た
こ
と
な
ど
を
述

べ
、

適
切

な
移
行

琿
論

の
な

い
こ
の
党

は
環
境

の
な
す
が

ま
ま

に
敗
北
主

義
者

と
な

っ
た
と
論

じ
て

い
る
。

以

上

に
ス
キ
デ

ル
ス
キ

ー
の

『
政

治
家

と
大
恐
慌
』

に

つ
い
て
紹

介
を

し
て
き

た
。
勿
論
、

筆
者

の
こ
の
紹
介
が
、

こ
の
著

書

の
重
要
な
す

べ
て

を

フ

ォ

ロ
ー
し
た
と

は
言

え
な

い
が
、
す

で
に
述

べ
た
問
題

関
心

に
し
た

が

っ
て

こ
の
書

の
骨

組

み
と
も
言

え
る
部
分

を
紹
介

し
た

こ
と

に
は
な

る

で
あ

ろ
う
。

こ
の
書

を
読

ん
で
考

え
さ

せ
ら
れ

る
問
題
点

は
、

全
体

と
し
て

ス
キ
デ

ル
ス
キ
ー

は
余

り

に
も

ケ
イ

ソ
ジ
ア

ソ
で
、

ロ
イ
ド

・
ジ

ョ
ー
ジ

や

モ
ー

ズ
リ

の
政
策

構
想
を

イ
ギ

リ

ス
で
実

現
し
う

る
リ
ァ

ル
な
選
択

と

し
て
評

価

し
す
ぎ

て

い
る
き
ら

い
が
あ

る
。

イ
ギ

リ

ス
の

ニ
ュ
ー

・
デ

ー

ル
は
そ

の
後
も

な
か
な
か
実

現

し
な

い
の
で
あ

る
が
、

そ
れ

は

こ
の
国
が
高
度

工

業
国

で
し

か
も
輸
出
貿

易

に
負

う
と

こ
ろ
の
大
ぎ

な
国

で
あ

る
か
ら
で
あ

ろ
う

。
な

お
、
国
家

の
積
極

的
介
入

は
第

一
次
大

戦

の
時
期

に
経
験

し
て

い

る
し
、

福
祉
国
家

へ
と
進

ん

で
行

っ
た
わ
け
だ

か
ら
全

く
知

ら
な

い
も

の

で
は
な
か

っ
た
。

ま
た
、

社
会
主
義
者

は
、

産
業

の
国
有

化
と

か
国
家
統

制

と
い
う
経

済
構

造

の
変

革

に

つ
な
が

る
政

策
構
想

を
も

ち
、

そ
れ
を

一

九

三
〇
年
代

に
重
要

視

し
て
来

る

の
だ
が
、

G

・
D

・
H

・
コ
ー

ル
に
代

表

さ
れ

る
こ
う

し
た
社

会
主
義
的
再
編
成

の
方
向

を

ス
キ
デ

ル

ス
キ
ー

は

余

り

に
も
軽

視
し
て

い
る
よ
う

に
み
ら
れ

る
。

確

か
に
労
働
党

は
、

ロ

マ

ソ
チ

ッ
ク
な

ユ
ー
ト
ピ

ア
社
会
主
義

か
ら
現
実
的
社
会

主
義

の
方
向

に
転

じ

つ
つ
あ

っ
た

の
で
あ

り
、

長
期
的
視
座

で
み

る
な

ら
ば
、

そ
れ
も

リ

ア

ル
な
選
択

と

い
え
な

い
で
も

な

い
だ

ろ
う
。
著

者

の

ロ
イ
ド

・
ジ

ョ
ー

ジ

派

自
由
党
を

は
じ

め
経

済
的
革
新

び

い
き

か
ら
、

一
例

を
あ
げ

る
と
、

失

業
対
策

の
公
共
事

業

に

つ
い
て
、

「
自
由
党

が
政
府

よ
り
も
積
極

的
な
革

新

的
政
策

を
有

し

て
い
た

の
で
政

府

は
そ
れ

に
劣

等
感
を
抱
き
、

そ

の
よ

(
25

)

う
な
政
策

を
も

て
な

か

っ
た
」

と
述

べ
て
い
る
が
、

こ
れ

は
彼

の
偏
見

か

ら
く

る
創
作

で
あ

ろ
う
。

ド
ラ

マ
テ

ィ
ッ
ク
な
表

現
が
多

く

み
ら
れ

る

の

も

こ
の
書

の
特

徴

で
あ
る
。

し
が
し
な
が

ら
本
書

は
、

マ
ク
ド

ナ
ル
ド

に
指
導

♪盛」れ
た
第

二
次
労
働

(248)LL
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党
内

閣

を
本
稿

の
は
じ
め
に
述
ぺ
た
分

析
方
法

で
研
究

し
た
現
代
イ
ギ

リ

ス
政

治
史
研

究

に
寄
与

し
う
る
論
文

と

い
え
よ
う
。

E
A

C
の
果

し
た
役

割
、

モ
ー
ズ

リ

の
行
動
、
政

策
決
定

に
影
響
あ

る
官
僚

と
閣

僚

の
関
係

な

ど
従
来
余

り
知

ら
れ

な
か

っ
た
部
分
が

第

一
次
的
史
料

に
基

づ

い
て
証
明

さ
れ

て

い
る

こ
と
が
注

目
さ
れ

る
の
で
あ

る
。

最
後

に
、

ス
キ
デ

ル

ス
キ

ー
が

こ
の
論

文
を
書

く

に
当

っ

て

参

考

に

し
、
引

照

し
た
り
し
た
史

料

に

つ
い
て
需

え
ば
、
政
府

文
書

は
ま
だ

「
五

〇
年
規

則
」

の
た

め
に
用

い
ら
れ

て

い
な

い
が
、
重

要
と
思

わ
れ

る
第

一

次
史

料

を

は
じ
め
、
新

聞
、
雑

誌
、
政
府

お
よ
び
労

働
党

の
刊

行
物
な
ど

が
史

料

と
さ
れ
て

い
て
、

か
な
り
実

証
性

の
高

い
も

の
と
な

っ
て

い
る
。

マ
ク
ド

ナ

ル
ド
、

ケ
イ

ソ
ズ
、

モ
ー
ズ

リ
、

ウ

ェ
ッ
ブ
、

ロ
ー

シ
ア
ソ
、

H

・
ヘ
ソ
ダ

ー

ソ
ソ
ら

の
手
書
き

の
文

書

(勺
昌

o
話
)
が
使
用

さ

れ
、
従

来

空
白

で
あ

っ
た
歴
史

の
部
分

を
埋

め
た
と
い
う
点

が
評
価

さ
れ

よ
・り
。

カ
ー

ル
ト
ソ
と
並

ん
で
ス
キ
デ

ル
ス
キ

1
の
研

究

は
、
何

よ
り
も

第

一
次

史
料

の
豊

か
さ
と
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、
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法
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第

六

巻

第

一

号

の

拙

稿

の

一
〇

〇

頁

に

挙

げ

ら

れ

て

い

る

の

で

参

照

さ

れ

た

し
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①
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。
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・
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葬
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・
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